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１．成績枠の配分 

第３６回大会結果 → 次回 第３７回大会出場枠 

1 國學院大學 関東 

→ 
成績枠 

関東 1 

2 駒澤大学 関東 関東 2 

3 青山学院大学 関東 関東 3 

4 創価大學 関東 関東 4 

5 アイビーリーグ選抜   

6 早稲田大学 関東 関東 5 

7 城西大学 関東 関東 6 

8 帝京大学 関東 関東 7 

9 法政大学 関東 関東 8 

10 大東文化大学 関東 関東 9 

11 東洋大学 関東 関東 10(超過) 

12 京都産業大学 関西 関西 1 

13 北信越学連選抜 北信越  北信越 1(関東超過分) 

14 北海道学連選抜 北海道     北海道 1(IVY超過分) 

 

２．第３７回大会各地区学連出場枠について 

地区 
第３７回大会 第３６回大会 

出場枠数 出場枠数 基本枠 成績枠 

北海道 2 1 1 1 

東北 1 1 0 1 

関東 10 1 9 10 

北信越 2 1 1 1 

東海 1 1 0 1 

関西 2 1 1 2 

中国四国 1 1 0 3 

九州 1 1 0 1 

合計 20 8 12 20 

 

【各地区学連出場枠について】 

 以下の配分方法により、毎年各地区学連からの出場枠を決定する。 

  1.基本枠(8)  各地区学連には、基本枠として 1枠ずつを配分する。 

  2.成績枠(12) 前年度大会で 1位～12位のチームの所属する地区学連の数を出場枠として配分する。 

   (注 1) 出場枠が 1の学連においては、出場資格を「選抜チーム」または「単独校チーム」のどちらか 

      を選ぶことができる。出場枠が 2以上の学連においては、「単独校チーム」のみとなる。 

(注 2) ひとつの地区学連の出場枠は最大で 10（基本枠・成績枠の合計）とする。 

       出場枠が 10を超えた地区学連は、超過分の成績枠を 13位のチームの所属する地区学連に譲るこ 

ととなる。 

 (注 3) アイビーリーグ選抜が 12位以内の場合は 13位のチームの所属する地区学連に成績枠を配分する。 


